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アトラ・ハシース叙事詩（Atra-hasıs）⑴

桑 原 俊 一
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創造神話，洪水神話

古代メソポタミア文学においてギルガメシュ叙事詩と並んで最もよく知

られている物語としてアトラ・ハシース叙事詩がある。古代オリエントテ

キスト（広義の文学テキスト）は旧約聖書の関連から収集されてきた歴史

をもつ。その典型ともなった浩瀚な刊行物はAncient Near Eastern Texts
 

Relating to the Old Testament (ANET)で，初版は1950年であった 。そ

れ以降新たな遺跡の発掘や所蔵粘土板の解読作業と地道な研究者の努力に

よりさらに多くのテキストが刊行されてきた。アトラ・ハシース叙事詩も

その一つである。ANET のE.A.Speiserと S.K.Grayson（補遺) にお

いてそれはまだ十分再構成されているとは言い難い。

日本において網羅的にオリエント文学の原典訳が出版されたのは『筑摩

― ―1

 

buch der Keilshriftliter

学術雑誌等略記記号は⑴ The Assyrian Dictionary of the University of
 

Chicago,ed.Martha T.Roth,et.at.(Chicago,the Oriental Institute,2005)；

⑵W.von Soden’s Akkadishes Handworterbuch, (Otto Harraassovits,1966-

1981)；⑶R.Boger’s Hand

 

ANET)

(ed.,)J.B.Prichar

 

ature vol.1 (Berlin,1967),

661-672.に準拠する。

1 Ancient Near Eastern Texts Relating to the Old Testament (

69年には補遺がな

され，1974年には第３版

d,Prinston University Press,1974.19

る。

2 Ibid.,104-106;512-5

を重ねてい
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世界文学大系１古代オリエント集』（1978年）が最初である 。アトラ・ハ

シース叙事詩はアッカド語による文学として収録されている 。しかし残念

ながら，W.G.LambertとA.R.MillardのAtra Hasis が出版されて間

もないという事情もあったと思われるが，原典訳ではなく，英訳からの重

訳であった。その後アトラ・ハシース叙事詩はテキスト研究が進み欧米圏

では新たな出版もなされてきた 。

この作品は前1700年ごろに編纂され，当初は３枚の書板に1245行ほど

であったと思われるが，今日では全体の３分の２ほどのテキストが復元可

能となっている。本稿では取り上げるテキストの翻字は省略した（Lambert/

Millard参照）。ただしテキストから再構成されうるアッカド語文を併置し

て訳文を試みた。ただテキストの欠損や欠文・欠字による不明瞭な部分や

復元不可な部分も存在する。とりわけこの物語の終局は大変興味深いので

あるが，テキストの欠損のため推測によらざるをえないのはまことに残念
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3 杉 勇 他『筑摩世界文学大系 １古代オリエント集』筑摩書房，1978

年。

4 同上，167-190頁。

5 W.G.Lambert and A.R.Millard,Atra-H) asıs The Babylonian Story of
 

the Flood,Oxford University Press,1969（以下本稿においてはLamberd/

Millardとする).本書にはM.CvilによるThe Sumerian Flood Storyも同

時に翻字と英訳が加えられている。

6 R.Labat (ed.,)Les religions du Proche-Orient asiatique,Paris:Fayard/

Denol, 1970;J. Bottero, Mythes et rites de Babylone Paris/Gneve, 1985,

279-398;Texte aus der Umwelt des Alten Testaments III/3. Guterstoh:

Gerd Mohn,1993;W.L.Moran“Some cosiderrations of form and interpre-

tation in Atra-hasis,”in Language, Literature and History: philological
 

and historical studies presented to Erica Reiner (ed.,)F.Rochberg-Halton,

New Haven,245-56;S.Dalley,Myth from Mesopotamia ,Oxford World’s
 

Classics, Oxford University Press, 2000（以下本書の参照にさいしてはS.

Dalleyとする).;B.R.Foster “Atra-hasis,”in W.W.Hallo (et al.),The
 

Context of Scripture,Brill,2003,Vol.1 450-453.
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である。それにもかかわらずメソポタミア文学の修辞法として繰り返しの

原理も多々施されている個所もかなりあるため物語の概要はほぼ把握でき

る。訳文については原文テキストを重視したため文の区切れや訳文に違和

感があることをお断りしておかなければならない。

アトラ・ハシース叙事詩は人間の創造物語と洪水物語を主要テーマとし，

エヌマ・エリシュ（宇宙開闢神話）やギルガメシュ叙事詩とならぶ長編物

語である。本稿の訳出は第１の書板１行から181行までとした 。物語は

神々の時代から始まる。神々の社会は人間と同様な生活を送っており，上

位の神々（アヌンナキ）と下位の神々（イギギ) に分かれていた。下位の

神々は地上の労働に従事し，上位の神々を支えていたところから始まる。

下位の神々の労働はもはや忍耐の臨界を越えてしまい，上位の神々に不満

と反旗を翻す。イギギたちは過重な労働を訴え，宣戦の布告にまで至る。

エンリルの神殿は包囲されことになるが，天上の神々は何も知らない。よ

うやくことの重大さに気づいたエンリルは武器を取り戦線に備えるところ

で，イギギたちの訴えを聞き，その解決方法が探られる。この続きは知恵

の神エンキ（エア) の出番となる。

主たるテキスト記号はLambert/MillardのAtra-Hasıs によった。

Ａ：古バビロニア版テキスト

Ｅ：古バビロニア版テキスト

Ｊ：後期アッシリア版テキスト

Ｋ：後期アッシリア版テキスト

Ｌ：後期アッシリア版テキスト

アトラ・ハシース叙事詩（Atra-hasıs）⑴ (桑原)

7 原典資料テキストＡ＝BM 78941本稿訳文部分を添付した。

8 これらの神々については訳文の脚注を参照されたい。

9 神々の表記について。エンキ（エア）とある場合，括弧内の神名はアッカ

ド語による神名を示す。

10 Lambert/Millard,40-41.
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Ｍ：後期アッシリア版テキスト

Ｎ：後期アッシリア版テキスト

Ｓ：V.W.Sodenによる復元テキスト

その他の記号

［ ］：欠損ないし欠字か不鮮明のため判読不明

sa［r-r］u：文脈から推測可能な文字の復元，ただし極めて推測が確実

と思われる場合は記号を省略した。

ｘ：判読不明な文字

第 １ 部

第１欄

A １ inuma ilu awılmu

神々が人間であったとき ，

11 V. W. Soden, “Die erste Tafel des altbabylonishen Arrahasis-Myth.

‘Haupttext‘und Parallelversionen,”ZA 68/1(1978)50-94.第１の書板 Ａ

19-26行が相当する箇所。

12 awilumの-umを locativeと解し，比較の意味で like men（Lambert）や

instead of man（Dally）と英訳しているがOBテキストには妥当しない。い

ずれにせよ，人間の創造は神々の労働の肩代わりとする創造論が前提とされ

ている以上，人間の「〝代わりに"或いは〝ように"」を補足的に解釈する必

要は特にない。人間創造に先立つこの前文部分は，神は既に人の像であるこ

とが前理解されていると捉るべきであろう。つまり，神と人間とはっきり区

別がされていない状態が原初の世界であったのである。この視点はメソポタ

ミアにおける創成神話の大きな特色である。Von Sodenはこの行を「Als die
 

Gotter(auch noch)Mensch waren」とし，B.R.Fosterはそのまま〝When
 

gods were man"と訳出している。更に一般的に文学の書き出しと終わり方

は興味深い。inuma（…の時）で始まるお馴染みの作品といえば，エヌマ・エ

リシュ（創成物語）とドゥンヌの神統記がある。旧約聖書における創世記の
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２ ublu dulla izbilu supsikka

彼らは苦役 に服し，重労働 にあえいだ。

３ supsik ilırabıma

神々の労役は甚大で

４ dullum kabit mad sapsaqumu

苦役は重く，苦悩は多かった。

５ rabutum Anunnak sebettam

７人の大いなるアヌンナキ は

６ dullam usazubalu Igigi

イギギ に苦役を負わせた。

７ Anu abuasunu sarru

彼らの父アヌは王，

書き出しと，いわゆる原初史の背景に古代メソポタミア文学との関係をめ

ぐって幾他の議論がなされている。これらについては本稿の目的ではないの

で注にとどめる。

13 dullは苦悩より重労働を意味する。

14 supsikku（tupsikku）はシュメール語ZUB.SÌG「強制労働」を意味する。

具体的には運河の掘削による土砂を畚で運ぶ重労働のこと。畚を担うこと。

15 アヌンナキないしアヌンナク/アヌンナは〝高貴の子"の意味か不明である。

初期シュメール語テキストに認められる。アヌ（アン）はアヌンナクの王と

して描写される。創造叙事詩の中では天と地のアヌンナクと呼ばれる。文学

作品ではイギギの上位にする神々の総称として出てくるが，前２千年紀以降

は冥界の神々を指して使用される。

16 イギグあるいはイギギという集合神の語源は不明である。古バビロニア時

代から現れ始める。アヌンナクという集合神と対応関係にある。

17 ギルガメシュ叙事詩XIに類似の表現が見られる。

15［x］-ba-su ab-su-nu A-nu-um ［ ］彼らの父アヌ

16 ma-lik-su-nu qa-ra-du dEn-lıl 彼らの顧問官，英雄エンリル

17 gu-za-la-su-nu Ninuruta 彼らの侍従，ニヌルタ

18 gu-gal-la-su-nu Ennugi 彼らの運河監督官エンヌギであった
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８ malikusunu quradu Enlil

彼らの顧問官は英雄エンリル，

９ guzzalusunu Ninuruta

彼らの侍従 はニヌルタ，

10 gallusunu Ennugi

彼らの運河管理官はエンヌギであった。

11 ıhuzumatisa

彼らは国土を取り，

12 is
･
aqan iddu ilu izzuzu

神々は籤を投じ（て）分割した 。

13 ［Anu］ıtieli samesa

［アヌ］は天に向け昇って行った。

14 ［Enlil?ileq］qe ers
･
tam ba’ulatussu

［エンリル］は人のために大地を取った。

15 ［sigara n］ahbalu tiamtim

海の閂である［差し錠は］

16 ittadnu ana Enki nassıki

思慮深い エンキに付与された。

17 istu Anumu ılu samesa

アヌが天に昇ってしまい

18 u ilu ana Apsııtardu

そしてアプスーの神々が下ってしまうと

18［gu (ku)-u］z-za-lu-su-nu 玉座を運ぶ者が原意である。

19 古代メソポタミアでは子どもたち（息子たち）の間で，土地の財産分与を

するとき籤を投げて分け合った。Dalleyの注４参照。

20 ’ah  tim

21 nassiku/nissikuはエアの敬称。
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19S［ Anunaku su］ut samai

天の［アヌンナキ］は

20S［dullam is］kunu elu Igigi

イギギに［労役］を負わせた。

21S［ilu naratim］iherrunim

［神々は河］の掘削を始めた。

22S［palgıiptu na］pistim matim

［彼らは］運河（と）国土の命を［開いた］。

23S［ Igigu naratim i］herrunim

［イギギは河］の掘削を始めた。

24S［palgıiptu nap］istim matim

［彼らは運河］（と）国土の命を［開いた］。

25S［ilu ihru Idi］glat naram

［神々は］チグリス河を［掘削した］。

26S［u Parattam wa］rkıtam

その後ユフラテス河を。

27 ［ina n］aqbi

［ ］深きところに

28 ［ ist］aknu

［ ］彼らは据えた。

29 ［ Ap］su

［ ］アプスー

30 ［ ］x -at matim

22 シュメール語 IDIGNAと読める。

23 シュメール語ABZU知恵の神エンキ（エア）の住まいとする領域。古代メ

ソポタミアの宇宙観によれば，大地の真下に存在すると考えられている。ア

プスーは湧水，泉，川の水，井戸水の源泉と理解され，海（海水）はアプスー

と対極にあって，大地は海で囲まれていると信じられていた。
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［ ］国土

31 ［ ］a qiribsu

［ ］その中に

32 ［ ul-l］u resisu

［ ］彼らはその頂を持ち上げた。

33 ［ k］ala sadı

［ ］全ての山々の

34 ［sanatim imnu］ sa supsikki

彼らは重労働の年々を数えた。

35 ［ ］x s
･
us
･
ıa rabıa

［ ］大湿原

36 ［sanatim im］nu sa supsikki

彼らは重労働の年々を数えた。

37 ［ Igigi？］x 40 MU.HI.A (sanatim)atram

［イギギ（？）］は3600年 の長期を耐えた。

38 ［xx du］llam izbilumusıu urrı

彼らは苦役を負った，夜も昼も。

39 ［idabu］buma ikkalu kars
･
i

彼らは不満をいい，非難しだした。

40 ［uttaz］zamu ina kalakki

彼らは嘆いた，掘削された土砂の多さを。

41 ［xx ］x ni (GI.ZA.LÁ)guzzala inimhuruma

『立ち向かおうぞ，われらの［ ］従者，

42 ［ka］btam dullani lisasik elni

24 数値の最大値，つまりこの文脈では数えることができないほどの長期間を

意味する。

25 Von Sodenは［la?-pu?-t］a?］-ni われらの監督長を補う。
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彼はわれらの苦役からわれらを解放しよう。

43 ［xx m］a lik ilıquradam

［来たれ，］神々の顧問官にして英雄，

44 ［al k］anim inissa ina subtisu

来たれ，われらは彼の住まいから彼を連れ去ろうぞ。

45 ［ Enlil m］alik ilıquradam

［エンリル，］神々の顧問官にして英雄

46 ［alk］anim i nissa ina subtisu

われらは彼の住まいから彼を連れ去ろうぞ。』

47S［ Alla］ piasu ıpusamma

［アッラ］は彼の口を開き ，

48 ［issaqa］r ana ilıahhisu

彼の兄弟たちの神々 に告げた。

49S［ ］ GU.ZA.LA la-bi/am］-ru-tim

50 ［ ］x

51 ［ ］

52 ［ ］x-ni

53 ［ ］

26 Von Sodenは［be?-lam?-m］a「主なる」と読む。

27 Lambert/Millardは動詞をsasu‘desturb’と取るが，nasu ‘take away’と

取るほうが文脈に沿う。

28 S.Dallyによる復元。Von Sodenは［ Enki］する。

29 pasu epusは「口を開て，（言った）」と伝統的訳語に従った。Dalleyは‘made
 

his voice heard’と訳するが，日本語訳にはなじまない。

30 ah

31 イギギたちを指す。

32 以下８行は欠損が甚だしい。

33 Lambert/MillardはテキストＪから復元している。

― ―9

アトラ・ハシース叙事詩（Atra-hasıs）⑴ (桑原)

★
画
像
の
ズ
レ
注
意
★



54 ［ ］

55 ［ ］

56 ［ ］

Aii １ 57 malik ilıquradam

『神々の顧問官にして英雄，

２ 58 alkanim i nissia ina subtisu

来たれ，われらは彼の住まいから彼を連れ去ろうぞ。

３ 59 Enlil［malik］ ilıquradam

エンリル，神々の顧問官にして戦士，

４ 60 alkanim i nissia ina subtisu

来たれ，われらは彼の住まいから彼をつれ去ろうぞ。

５ 61 anumma tisia tuqum tam

さあ，宣戦を布告だ。

６ 62 tahazu i niblula qablam

戦闘と戦争を混在させよう。』

７ 63 ilu ismu zikirsu

神々は彼のことばを聞いた。

８ 64 isatam nepisisunu idduma

彼らは道具に火をつけた。

９ 65 marrısunu isatam

１ ］［彼を］殺害しよう。

２ ］軛を打ち砕こう。

３［ ］彼は口を開いた。

４［そして宣言した］，神々，彼の兄弟たちに。

５［ ］往にしの侍従。

34 nimを補う。44行参照。

35 um
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彼らは柱鋤に火をつけた。

10 66 supsikkisunu Gıra

彼らの畚に火神を

11 67 it taksu

放った。

12 68 ıtah azunim illakunim

彼らは激怒し，出かけた。

13 69 babisatmani quradi Enlil

英雄エンリルの神殿の門へ。

14 70 misil mas
･
s
･
arti musum ibassi

夜番の半ば，夜であった。

15 71 bıtu(É)lawi ilu ul ıdi

神殿は包囲された。（が）神は知らなかった

16 72 misil mas
･
s
･
arti musum ibassi

夜番の半ば，夜であった。

17 73 Ekur lawi Enlil ul ıdi

エクル は包囲された。（が）エンリルは知らなかった。

18 74 utteqi Kalkal utesi

カルカル は気づいて，不安になった。

36 シュメール語 BIR.GIで表記。

37 it

38 ah

39 (w)atnanu 住居を意味するが，ここでは詩的表現としての神殿。

40 az/s
･
/s

41 ニップル神殿。冥界の名称ともなる。

42 エクルの門衛。

― ―11

アトラ・ハシース叙事詩（Atra-hasıs）⑴ (桑原)

★
画
像
の
ズ
レ
注
意
★



19 75 ilput sikkura ihıt
･
［xx］

彼は差し錠を掴み，［門］を見守った。

20 76 Kalkal iddeki［ Nusku］

カルカルは［ヌスク］を起こした。

21 77 rgma isemmu sa［ Igigi］

彼らは［イギギ］の騒音に耳を傾けた。

22 78 Nusku iddeki belsu

ヌスクは彼の主人を起こした。

23 79 ina majjali usetbisu

彼（ヌスク）は彼を寝床から連れ出した。

24 80 belılawi bıtika

『ご主人さま，あなたさまの神殿が包囲されています。

25 81 qabilum irus
･
a ana babika

戦いがあなたさまの門に迫っています。

26 82 Enlil lawi bıtka

エンリルさま，あなたさまの神殿が包囲されています。

27 83 qablum irus
･
a ana babika

戦いがあなたさまの門に迫っています。』

28 84 Enlil kakkıusardi ana subtisu

エンリルは住まいに武器を持ち込ませた。

29 85 Enlil pasu ıpusumma

エンリルは口を開いて，

30 86 ana sukkalli(SUKKAL) Nusku iakar

43 文脈から［ba-ba］を補う。

44 lum

45 kar
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宰相ヌスクに言った。

31 87 Nusku edil babka

『ヌスクよ，おまえの門を閉じ，

32 88 kakkıka leqe iziz mahrija

武器をとって，わが前に立て。』

33 89 Nusku edil babsu

ヌスクは門を閉ざし，

34 90 kakkısu ilqe ittazizu mahar Enlil

武器を取って，エンリルの前に立った。

35 91 Nusku piasu ıpusamma

ヌスクは語って，

36 92 izzakar ana quradi Enlil

英雄エンリルに言った。

37 93 belıbınu bunuka

『ご主人さま，あなたさまのお顔はタマリスクです 。

38 94 maru ramanika mınsu taddur

なぜご自分のお子たちをお恐れなさるのですか。

39 95 Enlil bınu bunuka

エンリルさま，あなたさまのお顔はタマリスクです。

40 96 maru ramanika mınsu taddur

なぜご自分のお子たちをお恐れなさるのですか。

41 97 supur anam liseridunimma

お送りくださいませ。アヌが連れて来られますように。

46 har

47 タマリスクの樹のように青ざめていること。『イシュタルの冥界下り』に同

様な表現がみられる29行目参照。
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42 98 Enlil libbikunim ana mahrika

エンキがあなたさまの御前に連れて来られますように。

43 99 ispur anam useridunis

彼（エンリル）は（遣いを）送り，アヌは連れて来られ

た。

44 100 Enki ibbikunim ana mahrisu

エンキが彼の御前に連れて来られた。

45 101 wasib Anu sarri same

天の王，アヌが列席し，

46 102 sarri ApsıEnki uteqqi

アプスーの王，エンキが参列した。

47 103 rabutum Anunnaku wasbu

偉大なアヌンナキが列席した。

48 104 Enlil itabıma sakin dınu

エンリルが立ち上がり，評決が下された。

49 105 Enlil piasu ıpsamma

エンリルは口を開いて，

50 106 izzakar ana ilırabutim

言った。英雄なる神々に向かって。

51 107 jasimma ittebu

『あの者たちはわたしに立ち向かうのか。

52 108 tahazu eppus sa［ ］

わたしは戦おうぞ［ ］。

53 109 ınımina amur anaku

わたしはわが眼で何を見たのか。

54 110 qablum irus，a ana babija

48 maは疑問詞。
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戦いがわが門に迫っていた』。

55 111 Anu piasu ıpusamma

アヌは口を開いて，

56 112 izzakar ana quradi Enlil

言った。英雄なるエンリルに。

57 113 zikra sa Igigu

『イギギのことばを（探り出そう）

58 114 ilmu babiska

あなたの門を包囲した者 ，

Aiii １ 115 lis
･
ıma［ ］

スカル を連れ出しましょう。

２ 116 terta［ ］

命令は［ ］

３ 117 ana ma［rıka ］

あなたの子た［ちに ］

４ 118 Enlil piasu［ıpusamma］

エンリルは口を開いて，

５ 119 izzakar a［na sukkal Nusku］

言った。宰相ヌスクに。

６ 120 Nusku pete［babka］

『ヌスクよ，［お前の門］を閉じよ。

７ 121 kakkıka l［eqe］

武器を取［って，］（わが前に立て。)

49 意味上114行は113行のイギギに係る。

50 テキスト L9［ ］ Sukalから補う。

51 テキスト L11［ ］kar ana sukk［ali ］から補う。

52 S.Dalley，12頁参照。
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８ 122 ina pu hri［kala ilıma］

すべての神々の集会で，

９ 123 kimis iziz

膝を屈め，起立して［彼らに告げよ。］

10 124 ispuranni［abukunu］ Anu

彼はわたしを送られたのだ。［おまえたちの父なる］ア

ヌが。

11 125 malikkunu quradu Enlil

おまえたちの顧問官にして英雄エンリルが。

12 126 quzzalukumu Ninurta

おまえたちの侍従ニヌルタが。

13 127 u gallukunu Ennugi

おまえたちの運河管理官エンヌギが。

14 128 mannumi［illak ana qablim］

「誰が戦いに赴くのか。

15 129 mannum us
･
s
･
i ana tahazi

誰が戦いを仕向けたのか。

16 130 mannum igram tuqumtam

誰が戦いを布告したのか。

Eii ９ 131［ ］ Enlil

誰がエンリルの門に迫ったのか。」』

10 132［ ］xx

［ヌスクは彼の門を開けた。］

53 uh

54 テキスト F11i-na pu-uh-ur k［a-la ］より復元する。

55 テキスト Eii1［ su-un-ni a-wa-at］-ni］からの復元。

56 テキスト Eii6［ qa］blimからの復元。
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11 133［ ］xx Enlil

彼の武器を取って，エンリルの下に向かった 。

12 134［ ana puhrika k］ala ilıma

すべての神々の集会で，

13 135［ ］xx ipsur

彼は跪き，起立し告げた。

14 136［ispuranni ］-bukunu Anu

彼はわたしを送られたのだ。おまえたちの父なるアヌ

が。

15 137［malikkunu qura］du Enlil

おまえたちの顧問官にして英雄エンリルが。

16 138［guzzalukunu Ni］nurta

おまえたちの侍従ニヌルタが。

17 139［u galllukunu E］nnugi

それに，おまえたちの運河監理官，エンヌギが。

Aiii 26 140 ma-［ ］

「誰が戦いに赴くのか。

27 141 ma-［ ］-zi

誰が戦いを仕向けたのか。

28 142 ma-［ ］

誰が戦いを布告したのか。

29 143 qa［ En］lil

誰がエンリルの門に迫ったのか。」』

31 145 ib-ba［ En］-lil

エンリル［ ］

32 146 kulla［t kala ilıma nigram tuqumtam］

57 133行から135行は121行から123行を参照。

58 以下144行までは124行から132行参照。
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『われら神々の一人一人が悉く戦いを宣言しました。

33 147 nisku［n ］

われらは［止めざるを］えませんでした。

34 148 ina k［alakki ］

掘削するのを。

35 149 supsik［ku atru iddukniati］

過酷な重労働がわれらを殺害しました。

36 150 kabit dullanima mad sapsaqum］

われらの苦役は耐え難く，苦痛はもうたくさんだ。

37 151 u kullat kala ilıma

そこで，われら神々の一人一人は悉く

38 152 ubla pıni［nababam itti Enlil］

同意したのです。エンリルに不満を訴えるために。』

39 153 Nusku ilq［e kakkısu］

ヌスクは彼の武器を取ると，

40 154 illik u［x ］

出かけて，［エンリルのもとへ引き返した。］

41 155 beli ana taspranni

『ご主人さま，あなたさまはわたしを遣わされました。

42 156 allik ana［ xx］ti

わたしは行って［ ］

43 157 aps［ur ］ rabıtam

わたしは説明しました。［ ］

44 158 na-ab/ap ］-ka?-sı?

［ ］

59 161行参照。

60 同上。
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45 159 ku［llat kala il］ımami

言った。『われら神々の一人一人は悉く

46 160 ni［gram tuqmtam

戦いを宣言しました。

47 161 ni［skunu ］-ni ina kalakki

われらは掘削するのを［止めざるを］えませんでした。

48 162 s［upsikku atru id］ukuniati

過酷な重労働がわれらを殺害しました。

49 163［kabit dul］lanima madu sapsaqum

われらの苦役は耐え難く，苦痛はもうたくさんだ。

50 164［u kull］at kala ilıma

そこで，われら神々の一人一人は悉く

51 165 u［bla］ pıni nababam itti Enlil

同意したのです。エンリルに不満を訴えるために。』

52 166 is［me awatum suati

彼（エンリル）はそのことばに耳を傾けた。

53 167 Enlil illaka dımasu

エンリルは涙を流した。

54 168 Enlil ittas，ar awassu

エンリルは慎重にことばを

55 169 izza［kar qur］adi Anim

話しかけた。英雄アヌに。

56 170 etel［li istika ana samai

『高貴なお方さま，あなたさまとともに天に

K ４ 171 pars
･
am taba［lma leqe iduka］

61 146行参照。

62 テキスト M［ le-］qe i［d］-ka
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ご命令を携え，あなたさまの力強さをお示し下さい。

５ 172 asbu Anunnanki maharka

アヌンナキはあなたさまの御前にお座りです。

６ 173 ilu isten si［sima lidusu damta］

一柱の神が呼び出だし，投げつけて殺しましょう。

７ 174 Ana pasu ıpusa［ma］

アヌは口を開いて

Ｍ 12 175［izza］kkar ana ilıahhesu

言った。彼の兄弟である神々に。

K ８ 176 minam kars，isunu nikkal

何事でわれらは彼らを告発するのか。

９ 177 kabit dullasun mad sapsaqsun

彼らの重労働はあまりにも重く，苦痛はあまりにも大き

い。

M 15 178［umisama x］nat
･
u

日々大地は［ ］

16 179［tukku kabit］ nisemme rigma

悲嘆の声は重々しく，われらは騒音を聞き続けているの

だ。

12 180［ ］epesi

［ ］行う

13 181［ iska］ratu

63 テキスト M 1［ ］li-id-su dam-ta

テキスト L5［ ］si-si-ma

64 テキスト M 13［ n］i-ik-ka-al

65 テキスト M 14［ a］d sa-ap-saq-su-un

66 テキスト N7［u -mi-sam-m］a

67 テキスト N8［tuk-ku ka-b］t i［t- ］
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［ ］務め

Lambert/Millardは上記に続くテキストとして後期アッシリア語の断

片的テキストを挿入する。かなり断片的であり，重複部分も多い。このテ

キストの継続はイギギたちの過重な労働の嘆願に応え，解決策が提案され

るところから始まる。
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